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【別紙】

感染対策セット補充表

ご家族へのご協力依頼パンフレット

ー  当マニュアルの参考サイト

　 公益財団法人日本訪問看護財団
　 新型コロナウイルス感染症自宅療養者への訪問看護師による対応マニュアル
　 https://www.jvnf.or.jp/corona_manual/new_220301-2.pdf

　新型コロナウイルス感染対策の特設ページ
　～スタッフが感染しないこと、利用者が感染しないこと、
　家族が感染しないことを目指して～【令和4年10月17日更新】
　https://www.zenhokan.or.jp/information-corona/#guide 



管理・補充

セット内容

感染対策セット

p1

p1

感染発症後の初回訪問時

※可能な限りご本人やご家族に
　用意していただく

【PPE】
① □ マスク（サージカル / N95）×各１枚
② □ ガウン（袖付き）
③ □ ゴーグルもしくはフェイスシールド
④ □ キャップ
⑤ □ シューズカバー
⑥ □ ビニール袋（普通サイズ）×４枚
　　→①廃棄用（療養者宅で廃棄） ②リユース用 ③リユース用袋２重用 ④玄関前配置＆リュック用ゴミ袋廃棄用
⑦ □ ビニール袋（小または普通サイズ）×１枚
　→①アンダー手袋＆リュック保護用ゴミ袋廃棄用 
⑧ □ ゴミ袋×２枚
　→①療養者宅の玄関に敷く用 ②リュック保護用

 

〇感染対策セットに関する管理者：所長
〇管理場所：葛西・・・１階駄菓子屋の左側の押し入れ
　　　　  　船堀・・・1階押し入れ
〇感染対策セットの使用基準：流行性/感染性疾患や衛生上PPE着用が必要な訪問時など
〇補充方法：各事業所内の物品管理場所に当マニュアルp7「感染対策セット補充表」を配置し
　　　　　  セットを持ち出したスタッフが各自でカウント
　　　　　  物品係が週１回、補充表の確認をし不足分を補充

① ①

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

② ③ ④

ビニール袋などに入れて
１セットずつ作成

【測定機器】
□ 体温計　□ 血圧計
□ パルスオキシメータ

【各自スタッフが事務所内の物品で用意するもの】
□ 擦式アルコール手指消毒薬
□ 環境表面のふき取り清掃または噴霧に使用する
　アルコール（70％～ 90％）もしくは
　次亜塩素酸ナトリウム（0.05％）
　　＜環境感染学会　リンク先＞
　　http://www.kankyokansen.org/uploads/uploads/files/　
　　jsipc/COVID-19_taioguide4-2.pdf
□ プラスチック手袋複数枚
　 ※必要分のみ自宅内に
         持ち込み、余った分は廃棄

【発熱適応基準】
37.5℃以上の場合に所長かエリア
マネージャーに一報してから上長が判断

（事業所毎に下記に記載お願いします）



A 自宅療養者宅到着後、自宅前での準備

訪問時の行動手順

p2

p2

清潔ゾーン（グリーンゾーン）：入室前

準清潔ゾーン（イエローゾーン）：入室

①玄関前（外）にビニール袋を広げ、
　小さいビニール袋１枚と普通サイズのビニール袋１枚、
　アルコール（70％～ 90％）もしくは
　次亜塩素酸ナトリウム（0.05％）のボトルなどを
　ビニール袋の上においておく。

②リュックをゴミ袋に入れて口を縛る。

②大きなゴミ袋（玄関内で準清潔ゾーンを
　作るために敷くもの）とビニール袋２枚
　（ご家庭で廃棄していただくものを入れる袋と消毒して
　使いまわす物品を入れる袋：リユース用）を手に持っておく。

③インターホンで呼び出しをした後、
　自宅療養者宅に入る前にアンダー手袋をつけておく。
　※このアンダー手袋は退室するまでつけておく。 

①玄関を開ける。自分自身が玄関に入る前に、
　そのまま少し換気をする。
　換気後も玄関はしめずに 10cm ほど開けておく。

②玄関に入ったら大きなゴミ袋を敷いて清潔ゾーンを作り、
　廃棄用ろリユース用のビニール袋、リュックなどの物品をおき、
　PPE を装着する。
　外で PPE を装着することが望ましいが近隣の目があるので、
　庭などで PPE の装着ができる場合を除けば、玄関で着替える。

③玄関を清潔エリアにできるよう、自宅療養者および家族には
　「玄関に近づかないよう」説明する。難しい場合には、
　玄関を使う頻度を減らしてもらうように伝える。

④自宅療養者および家族には、マスクを着用してもらうよう依頼する。

自宅療養者宅での感染予防と偏見から本人・家族の気持ちに寄り添う看護 
悲しい現実ですが、感染症患者・家族への差別・偏見を報道などで耳にします。「このまま死んでしまうのではないか」という恐怖心、

「近所に知られたらどうしよう」「いじめにあうのでは」という不安があり、PPE を着用した
看護師への恐怖心すら持つことを看護師は自覚するとともに、本人たちが気持ちを打ち明け、心の安定が図られる看護が大変重要です。
PPE の着脱は、近隣からの偏見や不当な扱いにつながらないよう、原則的に居宅内（玄関など）で行うことが望ましいのですが、

居宅内が清潔エリアと判断できない場合には、自分自身の感染防護を優先しましょう。

PPE装着方法は p5～

廃棄用

廃棄用

リユース用

リユース用
玄関に敷く用



B 自宅療養者宅到着後、自宅の中での準備

訪問時の行動手順

p3

p3

不潔ゾーン（レッドゾーン）：入室後

①部屋に入ったら、はじめに換気を確認する。
　換気が不十分、あるいは自宅療養者の
　呼吸器症状が強い場合には、扇風機を自分の背後に置き、
　風を流す。できるだけ自分が風下にならないようにし、
　開けている窓の方に向けて風をあて、換気する。

②特例を除き、訪問は15～30分以内に留める。

③訪問時は下記の項目などを参考に状態観察を行う。
　□ 症状出現日の再確認
　□ 38℃以上の発熱有無
　□ 脱水兆候：ツルゴール反応低下
　□ SpO2 : 93% 以下
　□ SpO2 の急激な低下
　□ 呼吸数：20 回 / 分以上
　□ 頻回な咳嗽

④必要なケアは個々の利用者様に合った必要内容を実施し
　その他に下記の項目についても必要性を検討・実施する。
　□ 食事援助
　□ 清潔援助
　□ 服薬援助
　□ 点滴管理
　□ 酸素療法
　□ 家族の健康確認
　□ 不安内容の確認
　□ 症状悪化の兆候についての説明
　□ 緊急時の連絡先（ユニケアor往診or市の専門コール先など）
　□ （必要時）今後の入院希望の有無を確認
　□ 治療希望の内容について確認

引用：新版 新型コロナウイルス感染症自宅療養者への
　　 訪問看護師による対応マニュアル-2022.3.1版
　　（日本訪問看護財団 2022年3月1日）
　　https://www.jvnf.or.jp/corona_manual/new_220301-2.pdf 



C 自宅療養者訪問終了後

訪問時の行動手順

p4

p4

準清潔ゾーン（イエローゾーン）：退室

清潔ゾーン（グリーンゾーン）：入室前

【使用済み空ボンベの扱い】
〇使用済みの空の酸素ボンベがあれば、
　消毒薬入りのクロスで拭いて大きなビニール袋などに入れ、
　家の外において業者に回収してもらうようにする。

【自宅療養者宅玄関での帰り支度】
①入室時に玄関に置いておいた
　廃棄用のビニール袋を広げ、玄関でPPEを脱ぐ。
　口をきつく縛ったこのビニール袋は、
　72時間経過するまでは家の中に置いておき、
　経過した時点で、はじめて廃棄するようご家族へ依頼する。

②ゴーグルやボールペンなどは、
　消毒薬入りのクロスで拭いて、
　リユース用のビニール袋に入れる。

　 

PPE 脱衣方法は p6～

廃棄用（持ち帰り×）

リユース用

①自宅療養者宅の玄関を出たらリュックの入った
　ゴミ袋の口を開け、下までおろし
　取り出せる状態にしておく。

②アンダー手袋を玄関前に置いておいた
　小さいビニール袋に入れ、
　口を自分から見て外側に向け、強く縛る。

④ゴーグルなどの持ち帰り器材を入れたビニール袋は、
　更に玄関前に置いておいた
　普通サイズのビニール袋に入れ、2重にして持ち帰る。

⑤療養者の自宅内に持ち込んだものなどは
　ボトルなどに入れたアルコール（70％～ 90％）
　もしくは次亜塩素酸ナトリウム（0.05％）で
　全面清拭または噴霧する。

⑥リュックを背負い（ゴミ袋には触れない）
　玄関前の床に敷いていたビニール袋に手を入れ手袋代わりにしながら
　リュックを入れていたゴミ袋をつかみ、
　そのままビニール袋は裏返しにして②の袋も入れ、口を縛って持ち帰る。



PPE の着衣方法：玄関にて実施

p5

p5

公益社団法人日本訪問看護財団　感染防護具セット取扱説明書
https://www.jvnf.or.jp/wp-content/uploads/2020/08/bougoguset.pdf 

シューズカバーありの
場合は一番最初に！

またはシールドマスク

またはゴーグル



PPE の脱衣方法：玄関にて実施

p6

p6

手袋脱衣の際には内側にくるみながら！

公益社団法人日本訪問看護財団　感染防護具セット取扱説明書　　https://www.jvnf.or.jp/wp-content/uploads/2020/08/bougoguset.pdf 

またはシールドマスク

またはゴーグル



セット内容

補充表

感染対策セット補充表

【１セット内容】
① □ マスク（サージカル / N95）×各１枚
② □ ガウン（袖付き）
③ □ ゴーグルもしくはフェイスシールド
④ □ キャップ
⑤ □ シューズカバー
⑥ □ ビニール袋（普通サイズ）×４枚
　　→①廃棄用（療養者宅で廃棄） ②リユース用 ③リユース用袋２重用 ④玄関前配置＆リュック用ゴミ袋廃棄用
⑦ □ ビニール袋（小または普通サイズ）×１枚→①アンダー手袋＆リュック保護用ゴミ袋廃棄用 
⑧ □ ゴミ袋×２枚→①療養者宅の玄関に敷く用 ②リュック保護用

① ①

⑤

⑥ ⑦ ⑧

②

③ ④ビニール袋
などに入れて
１セットずつ作成

使用 補充 使用 補充

（例） 1/20　

（例） 1/23　

1

1 （例） 1/27　 2



看護師訪問を受けられるご利用者様のご家族の皆様、
下記の内容についてご協力いただけますと幸いです。

何卒、よろしくお願い申し上げます。

感染対策のため、一部の物品に関しまして
ご家庭内にて保管をお願いする場合がございます。

看護師訪問の 10分ほど前に、お部屋内の２か所以上を
開けて換気をし扇風機があればご利用ください。

※訪問中にも玄関を少し開けさせていただくことがございます。ご了承ください。

看護師の使用した手袋やエプロンなどは
持ち出すことができません。

ご家庭内の人の出入りが少ない場所で
72時間保管した後、通常廃棄をお願いいたします。

その他、新たにお願いしたい事項があります際は
看護師よりご協力の依頼をさせていただくことがございます。
あらかじめご理解・ご了承いただけますと幸いです。
ご不明点などがありましたらいつでもお声がけくださいませ。
引き続き、何卒よろしくお願いいたします。

一般社団法人ユニバーサルケア　ユニケア訪問看護リハビリステーションあすてるカンゴ　担当事業所：　　　


